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‭【保険内サービスの連携】‬

‭１. APIキーの発行‬
‭トリケアトプスにログインし、APIキーの発行・コピーを行います。‬

‭Colibriでこれから設定する事業所と、‬

‭トリケアトプスのHOME画面にある「事業所」の選択が一致しているか確認‬

‭※異なる場合は正しい事業所を選択してください。‬

‭「基本情報」→「各種設定を入力します」の順にクリック‬
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‭最下部までスクロールして「APIキー発行」をクリック‬

‭発行されたAPIキーをコピー‬

‭※紙のマークをクリックでコピーされます‬
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‭２. APIキーの設定（コリブリ）‬

‭コリブリにログインし、APIキーの貼付を行います。‬

‭①⚙️設定→事業所管理→設定したい事業所をクリック‬

‭②事業所の編集画面を下にスクロールし、設定したい事業の「編集」をクリック‬

‭※事業登録がお済みでない場合は「+新規事業」ボタンから進む‬
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‭③トリケアトプスでコピーしたAPIキーを貼付し、確定ボタンをクリック‬

‭※新規事業の追加時は、上から順に項目を埋めてからAPIキーを入力する‬

‭同一事業所にて複数事業を行っている場合‬

‭*例：訪問介護と居宅介護など‬

‭　　・事業ごとにAPIキーの発行→貼付を繰り返す。‬

‭　　・事業所番号が共通の場合には１つ、異なる場合には別事業として登録。‬

‭※総合事業は「A2」や「A3」といった種別ごとに事業登録が必要なのでご注意く‬

‭ださい（同一事業所番号の場合は、訪問介護と同じAPIキーをご入力いただければ‬

‭問題ありません）。‬
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‭３. 利用者情報の読み込み（トリケアトプス→コリブリ）‬

‭トリケアトプスからコリブリに利用者情報を読み込みます。‬

‭⚙️設定→利用者一覧→「トリケアから読み込む」ボタンをクリック‬

‭受給者証のご用意が間に合わない場合‬

‭トリケア側に入力する情報が現状お手元に無く、且つコリブリ上では取り急ぎシフ‬

‭ト作成を行う必要のある新規利用者の登録手順として、13〜15Pの手順で後からコ‬

‭リブリに連携IDを手入力いただく形でも問題ありませんが、手早く連携設定も済ま‬

‭せたい場合の暫定措置として、‬‭トリケア側の各情報は一時的にダミー番号を入力の‬

‭うえ一旦登録作業だけ済ませておき、上記手順でコリブリで取り込む→受給者証が‬

‭届き次第トリケア側の登録を正しい情報へ修正する‬‭といった手順も可能です。‬

‭※ダミー番号を入力して登録を済ませた場合、トリケア側の利用者登録が正しい情‬

‭報に更新されない限り請求業務が行えないため、受給者証が届き次第、必ず早急に‬

‭トリケア側の情報を修正してください。‬
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‭新規利用者名にある＋作成をクリックし、利用者データを作成‬

‭※既存の利用者には、読み込み済みの利用者名が表示される‬

‭既存の利用者は、更新するをクリックで利用者情報が上書きされる‬

‭8‬



‭４. 予定・実績連携（コリブリ→トリケアトプス）　‬

‭コリブリからトリケアトプスに予定・実績データを連携します。‬
‭データ📊→該当の事業所名→‬‭請求連携→データ送信をクリック‬

‭対象事業、年月、実績もしくは予定を選び、データ送信‬

‭データ送信中ステータスとなる‬

‭画面を更新し、結果を確認‬
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‭エラーが起きてしまう原因は、主にトリケア側に登録した利用者情報（認定期間が‬

‭切れている等）が不足・正しくないケースが多いです。‬

‭トリケアトプスに連携されたデータの処理状況‬

‭コリブリ→トリケア連携が成功後、トリケア内部での処理が正常に行われたかを確‬

‭認する作業。エラーとなるとトリケアに予定・実績データは作成されない。‬

‭「計画/実績」タブ→「トリケアトプス外部連携履歴を確認します」をクリック‬
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‭履歴が表示されるので、状態が正常となっているか確認‬

‭エラーの場合、リクエスト番号をクリックし原因を確認、対応する‬
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‭エラーの場合、利用者の計画/実績画面にもメッセージが表示される。‬

‭正常の場合、利用者の計画/実績画面にデータが作成される。‬
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‭５. コリブリに登録済みの利用者の場合‬

‭利用者紐付けのため、トリケアの利用者IDをコリブリの連携IDとして登録します。‬

‭トリケアトプスから「利用者ID」をCSVで出力してから、‬

‭コリブリの利用者情報「連携ID」に貼付します。‬

‭帳票出力のタブをクリック→各種データをダウンロードしますをクリック‬

‭画面左側の利用者マスタをクリック‬
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‭出力項目で利用者IDにチェックを入れ、CSV出力‬

‭出力したCSVファイル内の該当の利用者IDをコピー‬
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‭コリブリの該当の利用者画面の連携IDに貼付‬
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‭６. 総合事業A3サービス連携の事前準備‬

‭（コリブリ側）‬

‭以下の方法でA３サービスを新規作成後、シフト上にて使用します。‬

‭設定＞サービスタイプ一覧＞＋新規サービスタイプ＞赤枠部分を入力し登録‬

‭（トリケアトプス側）‬

‭以下の方法でA３サービスマスターCSVをアップロードします。‬

‭基本情報＞総合事業単位数表マスタを登録＞アップロードCSV‬
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‭７. データ連携ができない場合の確認ポイント‬

‭コリブリ内の確認ポイント‬

‭・設定＞利用者一覧＞連携IDがあるか。登録が無ければP17を参照。‬

‭・設定＞事業所管理＞事業所選択＞各事業所番号毎に正しいAPIがあるか。‬

‭・正しいサービスが登録されているか。誤例：シフト上で障害の身体介護を入力す‬

‭るべきところ、訪問介護の身体介護が選択されている。‬

‭トリケアトプス内の確認ポイント‬

‭・利用者情報が全て登録されているか。P16の実績確認画面に赤字でエラーメッ‬

‭セージ表示が無ければ、必須項目は入力済みの可能性が高いです。‬

‭（事業毎の必須項目は以下の通り　※画像赤枠部分）‬

‭・訪問介護　：基本情報、介護保険‬

‭・障害支援系：基本情報、受給者証、負担額、上限管理、支給量、契約。‬

‭※助成は必要に応じて‬
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‭８. よくあるご質問・注意点‬

‭・原則、コリブリからトリケアへのデータ送信は、‬‭１人の利用者に対し１回まで‬

‭（介護と障害を両方利用している場合は、各事業につき１回まで）‬‭です。‬

‭データ送信を複数回行うと、データが重複して作成される等の問題があるため‬

‭成功した場合は、それ以降、データ送信を行わないようにしてください。‬

‭※複数回データ送信し、データが重複して作成された場合は、トリケア側の操作で‬

‭削除することが可能です。一度、全削除をし、再度データ送信をしてください。‬
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‭・重度訪問における移動加算の登録方法‬

‭例：重度訪問５時間のうち、3時間が移動加算の場合の登録方法‬

‭・自費サービスの連携について‬

‭*本マニュアル20〜25Pをご参照ください。‬
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‭【保険外サービスの連携】‬

‭目次：‬

‭保険外マスタ登録（トリケアトプス）‬ ‭20‬

‭保険外サービスタイプ登録（コリブリ）‬ ‭21‬

‭保険外連携の実行‬ ‭24‬

‭よくあるエラー‬ ‭25‬

‭１. 保険外マスタ登録（トリケアトプス）‬

‭トリケアトプスにログインし、利用されたい保険外サービスマスタを登録します。‬

‭開かれたページに保険外サービスを登録します。‬
‭金額について２パターンございます。‬

‭①単価の請求額：‬
‭金額をトリケアトプスに入力する。‬

‭②請求額の時間計算（１時間２０００円など）：‬
‭トリケアトプスでは金額を空白にし、「実績入力時の単価変更不可」にチェックをしない。‬
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‭※トリケアトプスの保険外登録作業は以上になります。‬

‭２. 保険外サービスタイプ登録（コリブリ）‬

‭最初にトリケアトプスから保険外サービス情報を出力し、‬
‭保険外サービスコードを取得します。‬
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‭ダウンロードされたファイルを開き、サービスコードをコピーする。‬

‭注意点‬
‭Excelでファイルを開かれる際に、サービスコード先頭の「0」が自動的に削除される可能性‬
‭があります。サービスコードは必ず６桁の値であるため、ファイルに「1」などのサービス‬
‭コードが表示される場合はコリブリでは「000001」と登録する必要があります。‬
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‭コリブリにログインし、サービスタイプ一覧から該当する保険外サービスを作成します。‬

‭トリケアトプスから取得したサービスコードを使用し、その他情報を記入します↓‬
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‭３. 保険外連携の実行‬

‭コリブリの請求連携画面から「保険外連携」を実行します。‬

‭表示された画面で該当の事業、年月、利用者を選択します↓‬

‭注意‬
‭同じ利用者に対して介護保険内と保険外サービス両方を請求される場合、先に介護サービス‬
‭を連携する必要があります。保険外サービスを先に連携しますとトリケアトプス側で利用者‬
‭の保険サービスの請求がロックされます。‬
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‭４. よくあるエラー‬

‭保険外サービスを介護保険内サービスより先に連携した後、介護サービスの連携時に以下の‬
‭通りのエラーが発生します。‬

‭こちらは「保険外連携の実行」で注意致しました通り、保険外サービスを連携すると該当の‬
‭利用者の保険請求がロックされるため発生するエラーです。必ず保険外サービスより先に保‬
‭険内サービスの連携を実行してください。‬

‭ロックがかかってしまった場合、各利用者の計画実績画面からロックを解除していく必要が‬
‭ございます。以下操作画面とロック解除ボタンになります↓‬
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